
２

ア
・
カ
行

サ
・
タ
行

ナ
・
ハ
行

マ
・
ヤ
・
ラ
・
ワ
行

ア・
カ
行

サ・
タ
行

ナ
・ハ
行

マ・
ヤ
行

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始
ののののののののののののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ししししししししししししししししししししししししししししし
尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿尿
収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

問い合わせ　衛生課
（内線１４４～１４６）

穴

血

結

訣

激激激激激激激激激激

激激激激激激激激激激

桁
桁
桁

桁
桁
桁

ご
み
は
、
年
末
が
　
月
　
日

ま
で
、

１２

３１

年
始
は
１
月
５
日

か
ら
通
常
ど
お
り

収
集
し
ま
す



３

第
３
ほ
ん
わ
か
セ
ン
タ
ー
出
張
所

「
け
あ
ぱ
る
金
剛
」
を
開
設
し
ま
す

　
本
市
で
は
、
市
域
を
３
つ
の

圏
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地

域
包
括
支
援

セ

ン

タ

ー

（
愛
称
、
ほ

ん
わ
か
セ
ン

タ
ー
）
を
設

置
し
て
い
ま

す
（
下
表
参

照
）。

　
同

セ

ン

タ
ー
は
、
高

齢
者
と
そ
の

ご
家
族
が
住

み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ

う
、
医
療
・

介
護
・
福
祉

の
専
門
職
が
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相

談
を
お
聞
き
し
、
活
用
で
き
る

制
度
の
紹
介
や

問
題
解
決
へ
の

支
援
な
ど
を
す

る
総
合
相
談
窓

口
で
す
。

　
１
月
　
日


１３

よ
り
新
た
に
、

第
３
ほ
ん
わ
か

セ
ン
タ
ー
の
出

張

所

と

し
て

「
け
あ
ぱ
る
金

剛
」
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
不
安

や
困
り
事
な
ど
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

「
け
あ
ぱ
る
金
剛
」
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

と
き
　
１
月
　
日

、
午
前
　

１３

１０

時
～
正
午

と
こ
ろ
　
け
あ
ぱ
る
金
剛
、
金

剛
団
地
中
央
集
会
所
（
左
図
参

照
）

内
容
　
握
力
測
定
、
脳
年
齢
測

定
、
も
の
忘
れ
タ
ッ
チ
パ
ネ

ル
、
介
護
と
健
康
の
相
談
会
、

Ｕ
Ｒ
生
活
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
る
相
談
、
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
や
笑
顔
れ
ん
ら
く
帳
の

配
布
　

※
来
場
者
に
は
、
記
念
品
（
先

着
１
０
０
人
）を
贈
呈
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
介
護
課

（
内
線
１
８
３
）



４

　
今
年
、
統
一
地
方
選
挙
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
選
挙
に
よ
っ
て

選
ば
れ
た
代
表
者
を
通
じ
て
政

治
に
参
加
し
、
意
思
を
反
映
さ

せ
て
い
ま
す
。
地
方
自
治
体
の

議
会
議
員
や
首
長
を
選
ぶ
選
挙

は
、
私
た
ち
に
最
も
身
近
な
政

治
参
加
の
機
会
で
す
。

　
府
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、

４
月
３
日

に
告
示
さ
れ
、
　
１２

日

が
投
票
日
で
す
。
な
お
、

今
回
よ
り
選
挙
区
が
「
富
田
林

市
、
大
阪
狭
山
市
及
び
南
河
内

郡
」（
議
員
定
数
２
人
）
に
変
わ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
お
よ
び
市
長
選
挙
は
、
４
月

　
日

に
告
示
さ
れ
、
　

日


１９

２６

が
投
票
日
と
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
意
思
を
正
し
く
反

映
さ
せ
る
た
め
に
も
、
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

※
期
日
前
投
票
所
は
、
市
役
所

庁
舎
に
加
え
、
金
剛
連
絡
所

（
２
階
ホ
ー
ル
）
に
も
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、
投
票
日
に
投

票
で
き
な
い
人
は
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
お
よ

び
市
長
選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

と
き
　
２
月
　
日

、
午
後
１

１２

時
　
分
～
４
時
ご
ろ

３０
と
こ
ろ
　
市
役
所
４
０
１
会
議

室※
出
席
は
、
立
候
補
予
定
者
１

人
に
つ
き
３
人
以
内
に
限
り
ま

す
。

郵
便
な
ど
に
よ
る
　
　
　
  

不
在
者
投
票

　
身
体
障
が
い
者
手
帳
や
戦
傷

病
者
手
帳
、
ま
た
は
介
護
保
険

被
保
険
者
証
を
お
持
ち
で
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
自

宅
な
ど
で
郵
便
な
ど
に
よ
る
不

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
記
載
内

容○
両
下
肢
・
体
幹
の
障
が
い
、

ま
た
は
移
動
機
能
の
障
が
い
が

１
・
２
級
の
人

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障

が
い
が
１
・
３
級
の
人

○
免
疫
・
肝
臓
の
障
が
い
が
１

～
３
級
の
人

戦
傷
病
者
手
帳
の
記
載
内
容

○
両
下
肢
ま
た
は
体
幹
の
障
が

い
が
特
別
～
第
２
項
症
の
人

○
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝

臓
の
障
が
い
が
特
別
～
第
３
項

症
の
人

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
記
載

内
容
 

○
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
の
人

　
こ
の
方
法
で
不
在
者
投
票
を

す
る
た
め
に
は
、
事
前
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
申
請
し
、「
郵
便

等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
は
、
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
人

は
お
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
同
証
明
書
に

は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

す
で
に
期
限
が
切
れ
て
い
る
人

は
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
内
線
４
８
６
）

今
年
は
統
一
地
方
        

          選
挙
の
年
で
す

感
染
性
胃
腸
炎
と
は

　
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
が
原
因
と

な
っ
て
 嘔
  吐
 や
下
痢
な
ど
の
症

お
う
 
と

状
を
引
き
起
こ
す
病
気
の
総
称

で
す
。
特
に
、
冬
季
に
流
行
す

る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
は

非
常
に
強
力
で
す
が
、
特
効
薬

や
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
た
め
予
防

が
大
事
で
す
。

感
染
性
胃
腸
炎
を
予
防
す
る
に

は●
帰
宅
時
や
調
理
の
前
後
、
食

事
前
、
ト
イ
レ
の
後
は
、
せ
っ

け
ん
で
指
先
か
ら
手
首
ま
で

し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
食
品
な
ど
は
中
心
部
ま
で
十

分
加
熱
（
中
心
温
度
　
℃

～
　

８５

９０

℃

で
　
秒
以
上
の
加
熱
）
を
す

９０

れ
ば
感
染
性
は
な
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

●
感
染
し
た
人
の
便
や
 嘔
 

お
う

 吐
 物
と

を
処
理
す
る
と
き
は
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
な
ど
を
使
用
し
、「
す
ぐ

に
拭
き
取

る
」「
乾
燥

さ

せ

な

い
」「
消
毒

す
る
」
の

３
原
則
を

守

り

ま

し
ょ
う
。

　
感
染
の
予
防
方
法
お
よ
び
便

や
 嘔
  吐
 物
の
処
理
方
法
な
ど
、

お
う
 
と

詳
し
く
は
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る

感
染
性
胃
腸
炎
に
ご
注
意
」〔h

t

tp
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〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

呼
吸
器
系
感
染
症
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
も
ご
注
意
を

　
冬
季
に
は
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
肺
炎
や
肺
炎
な
ど
を
引
き
起

こ
し
て
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ

る
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症

が
流
行
し
ま
す
。

　
自
分
だ
け
で
な
く
、
乳
幼
児

や
高
齢
者
な
ど
重
症
化
す
る
恐

れ
の
あ
る
周
り
の
人
を
守
る
意

味
で
も
予
防
が
大
事
で
す
。

呼
吸
器
系
感
染
症
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に
は

　
帰
宅
時
の
手
洗
い
と
う
が
い

を
励
行
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
マ
ス
ク

の
着
用
と
せ
き
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健

セ
ン
タ
ー
〔

　
５
（２８）

５
２
０
〕
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冬
季
に
流
行
す
る
感
染
症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症
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防
し
ま
し
ょ
うううううううううううううううううううううううううううううう



５

　
　
年
前
に
発
生
し
た
阪
神
・

２０
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
災
害

時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
重

要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
」
と「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
防

災
へ
の
認
識
と
日
頃
の
備
え
を

十
分
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
近
い
将
来
発
生
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ

毎年１月26日は文化財防火デー

　昭和２４年１月２６日、世界最古の木造建造

物である法隆寺の金堂が炎上し、壁画が焼

損したことから、毎年この日を「文化財防

火デー」と定め、文化財防火運動が全国的

に実施されます。市消防本部でも、大切な

財産である文化財を火災や地震などの災害

から守り、市民の皆さんの文化財保護と防

火意識の高揚を図るため、重要文化財の消

防訓練と防火査察を実施します。

とき　１月２６日、午前１０時～

ところ　錦織神社

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２５)

１１２５〕

防火管理者資格取得講習会

　消防法の規定により、一定基準以上の建

物には防火管理者を選任し、消防長への届

け出が必要です。市消防本部では、この資

格を付与するための講習会を実施します。

とき　２月１８日、１９日、午前９時～午

後４時ごろ（全２回）

ところ　市消防本部

定員　８０人（申し込み先着順）

受講料　３５００円（テキスト代）

申し込み　１月１３日～３０日（土・日曜

日を除く午前９時～午後５時）までに、市

消防本部予防課〔(２５)７４００〕へ（電話申

し込み不可）

「災害に強い、人にやさしい、
 煌 のまちづくり」講演会
きらめき

　阪神・淡路大震災から２０年。災害への備

えを「地域福祉」の視点から考える同講演

会を開催します。

とき　１月３１日、午後１時３０分～３時３０

分（午後０時３０分開場）　

ところ　レインボーホール（市民会館）中

ホール　

※駐車場には限りがありますので、できる

だけ公共交通機関をご利用ください。

内容　小野　達也さん（大阪府立大学人間

社会学部准教授）による講演「人と人との

つながりで災害にそなえる」、地域の活動

紹介、防災資機材や防災グッズの展示など

※手話通訳、要約筆記あり。

定員　３００人（当日、直接会場へ）

参加費　無料

問い合わせ　地域福祉課〔内線２８８・（２１）

４７８２〕

の
巨
大
地
震
を
は
じ
め
、
本
市

の
近
く
に
あ
る
上
町
・
生
駒
断

層
の
影
響
に
よ
り
、
震
度
６
規

模
の
地
震
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
地
震
に
備
え
て
、
家
族
で
防

災
会
議
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
時
に
は
、
地
域
ぐ
る
み

の
協
力
体
制
（
共
助
）
が
重
要

で
す
。
日
頃
か
ら
積
極
的
な
助

け
合
い
を
心
掛
け
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域
ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ででででででででででででででででででででででででででででで
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
ををををををををををををををををををををををををををををを

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
対
策
を
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

毎
年
１
月
　
日
は
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

１７

１
月
　
日
～
　
日
は
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
で
す

１５

２１

　
こ
の
た
び
、
南
海
ト
ラ
フ
の

巨
大
地
震
に
お
け
る
国
や
府
の

被
害
想
定
が
公
表
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
同
防
災
計
画
を
改
訂

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
し
い
同
防
災
計
画

は
、
東
日
本
大
震
災
や
近
年
全

国
で
多
発
し
て
い
る
土
砂
災
害

な
ど
を
教
訓
と
し
た
、
最
新
の

関
連
法
令
な
ど
に
合
わ
せ
た
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
同
防
災
計
画
を
基

に
自
助
（
自
分
で
守
る
）、
共
助

（
地
域
で
守
る
）、
公
助
（
行
政

が
守
る
）
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
防
災
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
な
お
、
同
防
災
計
画
の
詳
細

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
安
心

安
全
ガ
イ
ド「
災
害
へ
の
備
え
」

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
４
２
１
）

　
本
市
で
は
、
市
域
に
係
る
防

災（
災
害
予
防
対
策
を
は
じ
め
、

災
害
発
生
後
の
災
害
応
急
対
策

や
災
害
復
旧
・
復
興
対
策
な
ど
）

に
関
し
、
市
お
よ
び
防
災
関
係

機
関
な
ど
が
処
理
す
べ
き
事
務

や
業
務
な
ど
を
定
め
た
「
市
地

域
防
災
計
画
」
を
策
定
し
、
災

害
に
備
え
て
い
ま
す
。

「市地域防災計画」を

  改訂しました

防
災
会
議
で
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト

◎
家
族
一
人
一
人
の
役
割
分
担

を
決
め
る

◎
家
の
中
の
危
険
な
箇
所
を
改

善◎
非
常
持
ち
出
し
品（
ラ
ジ
オ
、

懐
中
電
灯
、
救
急
セ
ッ
ト
、
常

備
薬
、
非
常
食
、
水
、
家
族
の

写
真
な
ど
）
の
準
備
、
確
認
、

入
れ
替
え

◎
防
災
用
具
（
消
火
器
、
救
急

箱
な
ど
）
の
点
検

◎
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
と
き
の

連
絡
方
法
を
確
認

◎
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の
確

認問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
４
２
１
）、
自
主
防
災

組
織
に
関
す
る
こ
と
は
市
消
防

本
部
警
備
救
急
課
〔

　
１
１

（２５）

２
５
〕



６

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と

は
、
市
の
基
本
的
な
政
策
や
計

画
な
ど
を
立
案
す
る
過
程
に
お

い
て
、
そ
の
案
を
広
く
公
表

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
考
慮
し
、
市
と

し
て
意
思
決
定
す
る
と
と
も

に
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え

方
を
公
表
す
る
一
連
の
手
続
き

で
す
。
　

　
今
回
、
意
見
を
募
集
す
る
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●意見などの募集期間

①②１月６日～２月５日、③１月

８日～２７日

●素案の閲覧方法

①②１月６日～、③８日～、市役

所（情報公開課および①はこども未来

室、②は障がい福祉課、③は高齢介護

課）、金剛連絡所、人権文化センター、

中央・金剛・東公民館、中央・金剛図

書館、青少年センター、すばるホール、

レインボーホール（市民会館）、総合福

祉会館、けあぱる、かがりの郷、保健

センター、市民総合体育館、総合ス

ポーツ公園、または市ウェブサイトの

市役所のご案内「パブリックコメント」

でご覧いただけます

●意見などの提出方法

住所、氏名、電話番号、ご意見を記入

し、はがき、封書、ファクス、Ｅメー

ルで、①は２月５日までに５８４-

８５１１市役所こども未来室〔(２４)８９７６・

Ｅメールkodomo@city.tondabayashi.lg.

jp〕、②は２月５日までに５８４-８５１１

市役所障がい福祉課〔(２５)３１２３・Ｅ

メールfukushi@city.tondabayashi.lg.jp〕、

③は１月２７日までに５８４-８５１１市役

所高齢介護課〔(２０)２１１３・Ｅメール

kaigohoken@city.tondabayashi.lg.jp〕へ

（①②は消印有効、③は必着）

※直接持参も可。電話での受け付けは

できません。なお、提出されたご意見

は、反映できるように検討させていた

だきますが、個別に回答できませんの

でご了承ください。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す

　
毎
年
、
農
家
か
ら
の
申
請
に

基
づ
い
て
、
選
挙
権
の
資
格
を

調
査
し
、
選
挙
人
名
簿
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　
次
の


に
該
当
す
る
人

で
、
農
業
実
行
組
合
に
所
属
し

て
い
る
人
は
１
月
７
日

ま
で

に
各
組
合
長
へ
、
所
属
し
て
い

な
い
人
は
　
日

ま
で
に
農
業

１０

委
員
会
事
務
局
へ
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。


平
成
７
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人


１
月
１
日
現
在
で
、　


以

１０

上
の
農
地
を
耕
作
す
る
人
、
ま

た
は
そ
の
人
と
同
居
の
親
族

で
、
年
間
　
日
以
上
耕
作
し
て

６０

い
る
人
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事

務
局
（
内
線
４
４
４
）、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
内
線
４
８

６
）

農業委員会委員
選挙人名簿の申請を

①
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
（
素
案
）

　
　
年
８
月
に
、
子
育
て
を
め

２４
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
な
ど
に
基
づ
い

て
、
　

年
４
月
よ
り
、
幼
児
期

２７

の
教
育
や
保
育
、
地
域
の
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
新
制
度
の
施
行

に
向
け
、「
富
田
林
市
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
を
設
置
し
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
「
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

（
計
画
期
間
　
～
　
年
度
）
の

２７

３１

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
第
４
期
市
障
が
い
福

祉
計
画
（
素
案
）

　
第
４
期
市
障
が
い
福
祉
計
画

と
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に

基
づ
き
、
必
要
な
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
相
談
支
援
な
ど

が
、
地
域
に
お
い
て
計
画
的
に

提
供
さ
れ
る
よ
う
策
定
す
る
計

画
で
す
。

　
同
計
画
で
は
、　

～
　
年
度

２７

２９

ま
で
の
障
が
い
福
祉
施
策
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。

③
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
及
び
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
（
素
案
）

　
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及

び
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

と
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
生
き
生
き
と
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
策
定
す
る
計
画
で
す
。

　
同
計
画
で
は
、　

～
　
年
度

２７

２９

ま
で
の
高
齢
者
施
策
の
総
合
的

な
推
進
と
３
カ
年
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
量
な
ど
の
推
計
に
基
づ
く

介
護
保
険
事
業
を
ま
と
め
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
①
は
こ
ど
も
未

来
室
（
内
線
２
０
２
）、
②
は
障

が
い
福
祉
課
（
内
線
１
９
４
）、

③
は
高
齢
介
護
課
（
内
線
１
７

５
）



７

　
税
制
改
正
に
よ
り
、　

年
度

２７

住
民
税
に
適
用
さ
れ
る
主
な
項

目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
・

控
除
限
度
額
の
拡
充

　
個
人
住
民
税
（
市
・
府
民
税
）

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い

て
、
適
応
期
間
が
４
年
間
（
　２６

年
１
月
１
日
～
　
年
　
月
　
日

２９

１２

３１


）
延
長
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の

期
間
の
う
ち
、　

年
４
月
１
日

２６

か
ら
　
年
　
月
　
日

ま
で
に

２９

１２

３１

居
住
を
開
始
し
た
場
合
の
控
除

限
度
額
が
９
万
７
５
０
０
円
か

ら
　
万
６
５
０
０
円
に
拡
充
さ

１３
れ
ま
す
。

　
年
度
住
民
税
に
　
　
　
　

２７　
　
適
用
さ
れ
る
主
な
も
の

上
場
株
式
な
ど
の
譲
渡
・
配

当
所
得
な
ど
に
係
る
　

㌫

１０

軽
減
税
率
の
廃
止

　
上
場
株
式
な
ど
の
譲
渡
・
配

当
所
得
な
ど
に
係
る
税
率
は
、

特
例
措
置
に
よ
り
　
年
　
月
　

２５

１２

３１

日
ま
で
　
㌫
（
所
得
税
７
㌫
、

１０

住
民
税
３
㌫
）
の
軽
減
税
率
が

適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、　

年
２６

１
月
１
日
以
降
は
本
則
税
率
の

　
㌫
（
所
得
税
　
㌫
、
住
民
税

２０

１５

５
㌫
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
　
年
ま
で
は

４９

復
興
特
別
所
得
税（
　
年
は
０
・

２５

１
４
７
㌫
、　

年
以
降
は
０
・

２６

３
１
５
㌫
）が
加
算
さ
れ
ま
す
。

ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
譲

渡
損
失
に
係
る
損
益
通
算

な
ど
の
改
正
（
生
活
に
通
常

必
要
で
な
い
資
産
の
範
囲

の
追
加
）

　
譲
渡
損
失
の
他
の
所
得
と
の

損
益
通
算
お
よ
び
雑
損
控
除
を

適
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
生

活
に
通
常
必
要
で
な
い
資
産
の

範
囲
に
、
主
と
し
て
趣
味
、
娯

楽
、
保
養
ま
た
は
鑑
賞
の
目
的

で
所
有
す
る
不
動
産
以
外
の
資

産
（
ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
）
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ゴ
ル
フ
会
員

権
な
ど
の
譲
渡
損
失
に
つ
い
て

は
、
総
合
課
税
に
お
い
て
、
他

の
所
得
と
の
損
益
通
算
が
適
用

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
（
内
線

1
1
1
、
1
1
2
、
1
1
7
）

　
本
市
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動

の
振
興
と
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
市
内
の
芸
術
文
化
活
動

団
体
が
実
施
す
る
創
造
的
か
つ
自

主
的
な
芸
術
文
化
活
動
を
支
援
・

助
成
し
ま
す
。

対
象
団
体
　
本
市
に
拠
点
を
お

き
、
す
ば
る
ホ
ー
ル
を
利
用
し
た

芸
術
文
化
活
動
を
実
施
す
る
団
体

助
成
金
額
　
上
限
　
万
円
（
対
象

２０

経
費
か
ら
収
入
を
控
除
し
た
３
分

の
２
以
内
の
金
額
）

対
象
期
間
　
４
月
～
９
月
に
実
施

す
る
事
業

申
し
込
み
　
１
月
　
日

ま
で
に

３１

す
ば
る
ホ
ー
ル
〔

　
０
２
２
２
〕

（２５）

へ※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は

す
ば
る
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://su

b
aru
h
all.o
rg

 
   
     
 
   
 
     
  /

 〕
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

す
ば
る
ホ
ー
ル
芸
術

文
化
助
成
事
業
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつななななななななななななななななななななながががががががががががががががががががががるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフファァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル「つながるファイル」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」をををををををををををををををををををををを

ご利用ください！

や
相
談
機
関
な
ど
で
受
け
た
ア

ド
バ
イ
ス
の
内
容
を
確
認
し
た

り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

フ
ァ
イ
ル
が
欲
し
い
と
き
は

　
担
任
の
先
生
ま
た
は
保
健
セ

ン
タ
ー
の
保
健
師
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
０
８
）

　「
つ
な
が
る
フ
ァ
イ
ル
」
は
、

保
護
者
と
担
任
の
先
生
な
ど
の

支
援
関
係
者
が
子
ど
も
の
状
況

を
共
通
に
理
解
し
、
一
緒
に
考

え
な
が
ら
、
効
果
的
な
支
援
を

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
作
ら

れ
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ル
を
作
る
メ
リ
ッ
ト

　
子
ど
も
が
保
育
園
や
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
な
ど
に
進
学

す
る
際
、
同
フ
ァ
イ
ル
を
作
っ

て
お
く
こ
と
で
、
子
ど
も
の
状

況
に
つ
い
て
何
度
も
同
じ
こ
と

を
説
明
す
る
負
担
を
軽
減
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
所
属
す
る
園
や
学
校

が
変
わ
っ
て
も
、
一
貫
し
た
支

援
、
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
成
長
の

様
子
を
振
り
返
っ
た
り
、
病
院

　
同
給
付
金
は
、　

年
４
月
の

２６

消
費
税
８
㌫
へ
の
引
き
上
げ
以

降
に
、
引
き
上
げ
後
の
消
費
税

率
が
適
応
さ
れ
た
住
宅
を
購
入

さ
れ
た
人
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
収
入
に
応
じ
て
国
か
ら

最
大
　
万
円
が
支
給
さ
れ
る
制

３０

度
で
す
。

※
受
給
の
条
件
や
支
給
額
、
申

請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
同
給

付
金
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://su

m
a
i-k
y
u
fu
.jp
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 〕

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
給
付
金
専
用

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
〔

０
５
７
０

（
０
６
４
）
１
８
６
〕、
住
宅
政

策
課
（
内
線
４
３
８
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
ご
存
じ
で
す
か

す
ま
い
給
付
金



８

新
た
に
市
内
の
一
部
地
域
に
お
い
て
ウ
メ
、

モ
モ
な
ど
の
苗
、植
木
、盆
栽
、切
り
枝
な
ど

の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た

　
　
年
　
月
に
、「
プ
ラ
ム
ポ
ッ

２５

１２

ク
ス
ウ
イ
ル
ス
（
ウ
メ
輪
紋
ウ

イ
ル
ス
）
の
緊
急
防
除
に
関
す

る
省
令
」
な
ど
が
改
正
さ
れ
、

本
市
の
一
部
地
域
に
お
い
て
ウ

メ
、
モ
モ
な
ど
の
苗
、
植
木
、

盆
栽
、
切
り
枝
な
ど
の
持
ち
出

し
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
年
の
国
・
府
に
よ
る
調
査

２６
の
結
果
、
新
た
に
新
青
葉
丘
町

が
持
ち
出
し
禁
止
区
域
に
追
加

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

持
ち
出
し
て
は
い
け
な
い

地
域

左
表
に
記
載

持
ち
出
し
て
は
い
け
な
い

植
物

■
ウ
メ
、
モ
モ
、
ユ
ス
ラ
ウ
メ
、

ス
モ
モ
、
ア
ン
ズ
、
ネ
ク
タ
リ

ン
、
オ
ウ
ト
ウ
、
セ
イ
ヨ
ウ
マ

ユ
ミ
、
ヨ
ウ
シ
ュ
イ
ボ
タ
な
ど

※
種
子
お
よ
び
果
実
は
持
ち
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
同
ウ
イ
ル
ス
は
、
ウ
メ
、
モ

モ
な
ど
の
植
物
に
感
染
す
る
ウ

イ
ル
ス
病
で
、
人
や
動
物
に
は

感
染
し
ま
せ
ん
。
感
染
し
て
い

る
木
の
葉
に
触
っ
た
り
、
果
実

を
食
べ
た
り
し
て
も
健
康
に
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
水
産
省
神

戸
植
物
防
疫
所
業
務
部
国
内
検

疫
担
当
〔

０
７
８
（
３
８
９
）

５
３
２
０
〕、
府
農
政
室
推
進

課
病
害
虫
防
除
グ
ル
ー
プ
〔


０
７
２
（
９
５
７
）
０
５
２
０
〕

プラムポックスウイルス（ウメ輪紋ウイルス）とは

　ウメやモモなどの植物が同ウイルスに感染すると、葉に特徴

的な輪紋を生じるほか、果実の表面に斑紋が生じることで商品

価値が損なわれたり、成熟前に落果したりするなどの悪影響を

及ぼすことが知られています。

　そのため、同ウイルスは植物防疫法により「検疫有害動植物」

に指定されており、根絶をめざした緊急防除が実施されていま

す。

　
ふ
る
さ
と
寄
付
金
は
、
自
分

が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
や

応
援
し
た
い
地
方
公
共
団
体

（
都
道
府
県
お
よ
び
市
区
町

村
）
に
寄
付
す
る
制
度
で
す
。

　
同
制
度
で
は
、
寄
付
金
額
に

応
じ
て
所
得
税
と
個
人
住
民
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
富
田
林
を
「
ふ
る
さ
と
」
と

し
て
応
援
し
、
本
市
の
発
展
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
　

年
　
月
か
ら

２０

１０

「
と
ん
だ
ば
や
し
ふ
る
さ
と
寄

付
金
」
を
募
集
し
、
こ
れ
ま
で

に
１
億
２
８
３
４
万
円
（
　
年
２６

　
月
末
現
在
）
の
寄
付
を
い
た

１１だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
お
金
は
、
寄
付
し
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
希
望
に

沿
っ
て
、
自
然
環
境
の
保
全
や

とんだばやし

　　ふるさと寄付金

地
域
の
活
性
化
、
子
育
て
支
援

な
ど
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
年
度
活
用
事
業
の
一
例

26・
滝
谷
公
園
の
整
備

・
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
作
成

・
小
・
中
学
校
図
書
室
の
エ
ア

コ
ン
設
置

・
新
市
営
プ
ー
ル
の
開
設
な
ど

※
寄
付
の
手
続
き
な
ど
詳
し
く

は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ふ
る

さ
と
寄
付
金
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
寄
付
金
の
申

請
に
つ
い
て
は
秘
書
課
（
内
線

３
１
２
）
、
税
控
除
に
つ
い
て

は
課
税
課
（
内
線
１
１
１
）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんのののののののののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付ををををををををををををををををををををををををををををををををををををを心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ～皆さんのご寄付を心よりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
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本
市
で
は
、
市
役
所
の
省
エ

ネ
お
よ
び
節
電
対
策
と
し
て
、

消
灯
の
励
行
や
暖
房
温
度
の
適

正
管
理
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
健
康
に
影

響
の
な
い
範
囲
で
、
節
電
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）　

家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききき家庭でできるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
昨
年
　
月
１
日
付
で
次
の

１２

人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
龍
泉
・
岸
之
本
担
当

森
本
　
照
美
さ
ん
〔

　
４
０

（３５）

２
０
〕

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
３
）

新
し
い
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
決
ま
り

ま
し
た

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



９

　
２
月
２
日

よ
り
、
市
役
所

を
利
用
さ
れ
る
人
の
利
便
性
の

向
上
を
目
的
に
、
市
役
所
駐
車

場
を
整
備
し
、
有
料
化
し
ま

す
。
有
料
化
に
よ
り
、
無
断
駐

車
を
無
く
し
、
駐
車
待
ち
時
間

の
短
縮
を
図
り
ま
す
。

ご
利
用
窓
口
で
の
所
要
時

間
分
の
駐
車
料
金
は
割
引

処
理
を
受
け
れ
ば
無
料

　
車
で
来
庁
さ
れ
た
人
は
、
入

庫
の
際
に
発
券
さ
れ
る
駐
車
券

を
、
ご
利
用
の
窓
口
で
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。
窓
口
に
て
、
駐

車
券
に
受
付
印
を
押
し
ま
す
の

で
、
押
印
済
み
の
駐
車
券
を
１

階
総
合
受
付
な
ど
に
持
参
し
、

割
引
処
理
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
　
駐
車
券
は
出
庫
の
際
に
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
来
庁

の
際
に
は
、
で
き
る
限
り
電

車
・
バ
ス

な
ど
の
公

共
交
通
機

関
を
ご
利

用
い
た
だ

き
ま
す
よ

う
お
願
い

し
ま
す
。

　
駐
車
場

利
用
料
金

は
、
下
表

の
と
お
り

で
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

3
3
3
）

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日２月２日～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

市役所駐車場を

有料化します

道路の陥没などを発見されたとき
はお知らせください

　本市では、道路の安全確保のため、定期的

に点検パトロールを実施していますが、市内

全ての区域を細部にわたって確認できないこ

ともあります。

　そのため、地域や道路利用者の皆さんから

の情報提供が大変有効となります。

　通勤や散歩などの途中で、道路の穴や陥

没、ガードレール・カーブミラーの破損、溝

 蓋 の破損・隙間などを見掛けたときは、道路
ぶた

交通課（内線４１３）までご連絡をお願いします。

生け垣や庭木は適切な管理を

　カイヅカイブキなどの生け垣や庭木の緑が

伸び過ぎて道路にはみ出すと、景観を損ねる

だけでなく通行の妨げとなります。

　また、交差点の見通しが悪くなったり、

カーブミラーを隠してしまったりするなどし

て、思わぬ事故の原因にもなりかねません。

　敷地内の生け垣や庭木などは、早めに 剪 定
せん

するなど所有者が適切に管理し、人にやさし

く安全で美しいまちづくりにご協力くださ

い。

問い合わせ　道路交通課（内線４１２）

レインボーバスの運賃支払い方法
が変更になりました

　レインボーバスの運賃支払い方法が変更に

なりました。

　支払いが現金の場合は、乗車口で整理券を

取っていただく必要があります。また、磁気

カードをご利用の場合は、乗車口でカード読

み取り機にカードを通していただく必要があ

りますので、ご注意ください。

問い合わせ　近鉄バス㈱八尾営業所〔072

(949)4681〕、道路交通課（内線416）

　
本
市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る

生
ご
み
を
減
量
化
・
堆
肥
化
す

る
生
ご
み
ぼ
か
し
あ
え
容
器
用

の
ぼ
か
し
剤
を
購
入
さ
れ
た
世

帯
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
米
ぬ
か
な
ど
の

原
材
料
は
対
象
外
で
す
。

　
同
補
助
金
の
申
請
を
１
月
５

日

～
２
月
　
日

ま
で
受
け

２７

付
け
ま
す
。

※
補
助
は
一
世
帯
に
つ
き
年
間

　
個
ま
で
、　

年
中
に
購
入
し

１６

２６

た
ぼ
か
し
剤
が
対
象
で
す
。

対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有

し
、
か
つ
生
ご
み
ぼ
か
し
あ
え

容
器
を
使
用
し
て
い
る
世
帯

補
助
金
額
　
ぼ
か
し
剤
購
入
価

格
（
消
費
税
な
ど
は
除
く
）
の

２
分
の
１
の
額
（
　
円
未
満
は

１０

切
り
捨
て
）

※
購
入
店
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

利
用
し
、
割
り
引
き
を
受
け
た

場
合
は
、
割
り
引
き
後
の
金
額

が
購
入
価
格
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
　
①
レ

シ
ー
ト
、
領
収
書
ま
た
は
購
入

店
発
行
の
販
売
証
明
書
（
原
本
）、

②
振
込
先
と
口
座
番
号
の
分
か

る
も
の
、
③
印
鑑
（
認
め
印
）

※
申
請
者
、
領
収
書
（
販
売
証

明
書
）
の
氏
名
と
振
込
先
口
座

名
義
人
は
同
じ
人
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

ぼ
か
し
剤
購
入

補
助
金
の
申
請
は

１
月
～
２
月
ま
で

　
２
月
１
日

現
在
を
基
準
日

と
し
て
、
農
林
業
の
国
勢
調
査

と
い
わ
れ
る
「
２
０
１
５
年
農

林
業
セ
ン
サ
ス
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林

業
の
政
策
に
役
立
て
る
た
め

に
、
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る

大
切
な
調
査
で
す
。
１
月
中
旬

か
ら
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
３
１
）

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
を
！



１０

　本市では、財源の確保に努めるため、同封筒の裏面

に掲載する広告を募集します。

封筒使用期間　４月１日～２８年３月３１日

広告の規格　縦６㌢×横８㌢

封筒の種類・印刷予定枚数・一斉送付時期

《納税通知書》

①固定資産税用、４万７０００枚、５月上旬

②市府民税用、３万８０００枚、６月上旬

③軽自動車税用、３万３０００枚、５月上旬

※一斉送付時期以外にも、随時使用する場合がありま

す。

※最低申込金額は①４万７０００円、②３万８０００円、③３

万３０００円です。広告掲載の基準を満たしており、①②

③の順で申込金額が最も高い広告主に決定します。こ

の順で先に決定した者は、他の封筒の広告主にはなれ

ません。ただし、他に申込者がない場合、この限りで

はありません。

《国民健康保険料決定通知書》

①仮決定用、１万８０００枚、４月中旬

②本決定用、１万８０００枚、７月中旬

③保険証用、１万８０００枚、１０月中旬

※最低申込金額は①＋②＝３万６０００円、③１万８０００円

です。広告掲載の基準を満たしており、申込金額が最

も高い広告主に決定します。

申し込み　納税通知書は課税課（内線１１０）、国民健康

保険料決定通知書は保険年金課（内線１５５）でそれぞれ

配布する封筒広告募集要項をご覧のうえ、封筒広告掲

載申込書に必要事項を記入し、納税通知書は１月５日

～２月２日、国民健康保険料決定通知書は１月５

日～３０日、土・日曜日、祝日を除く午前９時～午

後５時３０分までにそれぞれの課へ（いずれも郵送可、

必着）

※同要項・申込書は、市ウェブサイトの各課のページ

「課税課」または「保険年金課」からそれぞれダウン

ロードできます。

※広告掲載ができない業種・内容もありますので、詳

しくはそれぞれの要項をご参照ください。

納税通知書および国民健康保険
料決定通知書の送付用封筒に掲
載する広告を募集します

第43回ＴＢＳＣＡ

　
昨
年
　
月
　
日
開
催
の
同
弁

１１

１６

論
大
会
に
、
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
　
人
が
出
場
さ
れ
、
日
頃

９０

の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

英語弁論
　大会結果

　
入
賞
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で

す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

《
中
学
生
の
部
》

最
優
秀
賞
　
杉
山
　
瞳
子
（
明

治
池
中
学
１
年
生
）、
髙
橋
　

 
誠
（
明
治
池
中
学
２
年
生
）、

中
谷
　
有
希
（
第
二
中
学
３
年

生
）

富
田
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞

東
野
　
沙
月
（

城
中
学
１
年

生
）

富
田
林
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞

橋
本
　
瑠
那
（
藤
陽
中
学
２
年

生
）

富
田
林
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

賞
　
宮
村
　
真
菜
（
初
芝
富
田

林
中
学
３
年
生
）

優
秀
賞
　
中
筋
　
絵
理
菜
（
第

三
中
学
１
年
生
）、
内
田
　
望

友
（
喜
志
中
学
２
年
生
）、
小
倉

　
は
つ
き
（
第
二
中
学
２
年

生
）、
林
　
泉
里
（
藤
陽
中
学
２

年
生
）、
田
中
　
咲
幸
（
喜
志
中

学
２
年
生
）、
冨
士
川
　
ひ
な

た
（
藤
陽
中
学
３
年
生
）、
門
脇

　
裕
貴
（
金
剛
中
学
３
年
生
）

《
高
校
生
の
部
》

最
優
秀
賞
　
川
口
　
真
奈
（
富

田
林
高
校
２
年
生
）

優
秀
賞
　
松
野
　
千
広
（
長
野

高
校
２
年
生
）

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

　
本
市
で
は
、
住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
本
人
の
代

理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
と

き
、
事
前
に
登
録
し
た
人
に
対

し
て
、
交
付
し
た
事
実
を
通
知

す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
票
の

写
し
な
ど
の
不
正
請
求
の
早
期

発
見
や
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
や
第
三
者
が
住
民
票

の
写
し
な
ど
を
取
得
で
き
な
い

よ
う
に
す
る
制
度
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

登
録
で
き
る
人
　
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
、
ま
た
は
戸
籍
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人

登
録
有
効
期
間
　
登
録
か
ら
５

年
間
（
継
続
の
場
合
も
再
度
登

録
が
必
要
で
す
）

登
録
方
法
　
本
人
確
認
が
で
き

る
運
転
免
許
証
、
ま
た
は
健
康

保
険
証
な
ど
を
持
参
し
、
市
民

窓
口
課
（
内
線
１
３
１
）
へ

※
な
お
、
交
付
し
た
事
実
の
証

明
が
必
要
な
人
に
は
、
申
請
に

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付
に
係
る

本
人
通
知
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

よ
り
証
明
書
を
発
行
（
手
数
料

３
０
０
円
）
し
ま
す
。
証
明
書

の
記
載
内
容
は
、
住
民
票
の
写

し
な
ど
の
種
別
、
交
付
日
、
交

付
枚
数
で
す
。
代
理
人
に
交
付

し
た
場
合
は
、
代
理
人
の
住

所
、
氏
名
も
記
載
し
ま
す
。



１１

農業者・事業者マッチング相談
会～南河内の地域食材を事業に
活かしてみませんか～

とき　１月２７日、午後１時３０分～４時

（受け付けは午後１時～３時まで）

ところ　レインボーホール（市民会館）

内容　南河内地域の農業者とのマッチン

グ相談会（意見交換、商談）、南河内の農

産物やその農産物を使った加工品の展示

と試食

対象者　南河内の地域食材に興味のある

加工業者や流通業者などの食品関連事業

者

定員　１００人（申し込み先着順）　

参加費　無料

申し込み　１月６日～１６日までに、

電話で富田林商工会〔(２５)１１０１〕へ

パートタイム労働法が改正され
ます！

　４月１日より、パートタイム労働者

の公正な待遇を確保し、納得して働くこ

とができるようにするため、パートタイ

ム労働法が改正されます。

主な改正のポイント

●正社員と差別的取り扱いが禁止される

パートタイム労働者の対象範囲の拡大

●「短時間労働者の待遇の原則」の新設

●パートタイム労働者を雇い入れたとき

の事業主による説明義務の新設

●パートタイム労働者からの相談に対応

するための事業主による体制整備の義務

の新設

※詳しくは「パート労働ポータルサイト」

〔http://part-tanjikan.mhlw.go.jp/〕をご覧

ください。　

問い合わせ　大阪労働局雇用均等室〔０６

(６９４１)８９４０・０６(６９４６)６４６５〕

おでかけ就労支援無料相談

　若年者、障がい者、母子・父子家庭の

人、中高年齢者などの中

で、働く意欲がありなが

ら就労できない人を対象

に、就労支援コーディ

ネーターによる就労相談を実施します。

とき　１月２１日、午前９時３０分～午後

５時（正午～午後１時は除く）　

ところ　市役所４階Ａ会議室（当日、直

接会場へ）

問い合わせ　市就労支援センター〔（２４）

３７００・（２５）５９５２〕

　
同
ロ
ー
ン
は
、
高
校
・
大
学

な
ど
へ
の
入
学
時
や
在
学
中
に

必
要
な
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額
　
学
生
・
生
徒
一
人
当

た
り
３
５
０
万
円
以
内

返
済
期
間
　
　
年
以
内

１５

金
利
　
年
２
・
　

㌫
（
固
定
金

２５

利
、　

年
　
月
　
日
現
在
）

２６

１１

１３

※
返
済
方
法
や
申
し
込
み
方
法

な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
ロ
ー
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔

０
５
７

０
　
８
６
５
６
〕

（００） 国
の
　
教
育
ロ
ー
ン

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融融
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公

日
本
政
策
金
融
公
庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫

　
本
市
で
は
、
一
部
の
公
の
施

設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
民
間

事
業
者
な
ど
の
能
力
を
活
用

し
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
　

年
度
に
同
制

２７

度
を
導
入
す
る
新
施
設
の
指
定

管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。

対
象
施
設
《
担
当
課
》
お
よ
び

指
定
期
間
　
市
民
プ
ー
ル
《
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
》（
内
線
５
８

５
）
＝
　
～
　
年
度
ま
で

２７

２９

申
し
込
み
　
１
月
５
日

～
２

月
３
日

、
午
前
９
時
～
午
後

５
時
　
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝

３０

日
は
除
く
）
に
担
当
課
で
配
布

す
る
募
集
要
項
に
従
い
、
１
月

　
日

～
２
月
３
日

、
午
前

２７９
時
～
午
後
５
時
　
分
（
土
・

３０

日
曜
日
は
除
く
）
ま
で
に
担
当

課
へ
　
※
募
集
要
項
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
現
地
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

　
市
民
プ
ー
ル
の
現
地
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
日
程
、
申
し
込
み
方
法
に
つ

い
て
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
担
当
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指定管理者を　　
　　公募します

　
同
専
門
校
は
、
通
信
・
環
境
・

整
備
分
野
の
技
能
者
の
人
材
育

成
を
め
ざ
し
て
、
職
業
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
同
専
門
校

で
は
、　

年
４
月
入
校
生
を
募

２７

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
科
目
　
自
動
車
整
備
科
、

電
気
主
任
技
術
科
、
情
報
通
信

科
、
環
境
分
析
科
、
Ｗ
ｅ
ｂ
シ

ス
テ
ム
開
発
科
、
車
体
整
備
科

定
員
　
各
科
　
人
３０

授
業
料
　
年
間
　
万
８
８
０
０

１１

円
（
別
途
教
科
書
代
実
費
）　

※
そ
の
他
、
入
校
料
な
ど
が
必

要
。

願
書
受
け
付
け
　
１
月
５
日


～
　
日

ま
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

２９
河
内
長
野
（
河
内
長
野
市
昭
栄

町
７
の
２
）〔

　
３
０
８
１
〕

(５３)

で
受
け
付
け

試
験
日
　
２
月
　
日


２０

合
格
発
表
　
２
月
　
日


２５

入
校
日
　
４
月
９
日


※
そ
の
他
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
専
門
校
（
和

泉
市
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
二
丁
目

３
の
５
）〔

０
７
２
５
　
３
０

（５３）

０
５
〕

※
１
月
　
日

＝
施
設
見
学
会

１４

と
体
験
実
習
、　

日

、
２
月

２６

　
日

、
３
月
３
日

＝
施
設

１０見
学
会
を
同
専
門
校
で
実
施
し

ま
す
（
い
ず
れ
も
午
後
１
時
　１５

分
～
受
け
付
け
、
当
日
直
接
会

場
へ
）。

府立南大阪高等

職業技術専門校

４月入校生募集

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民プププププププププププププププププププププププププププププーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル市民プールのののののののののののののののののののののののののののののの



１２

障がい者差別の解消に向けて

●「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

（障害者差別解消法）」が28年４月１日から施行されます

　これまでも「障害者基本法」で、障がい者に対する

差別は禁止されていましたが、具体的な内容が規定さ

れていませんでした。

　この法律では、国の行政機関や地方公共団体、民間

事業者などを対象に、障がいを理由とした「不当な差

別的取り扱い」を禁止するとともに、障がい者にとっ

ての社会的障壁（日常生活や社会生活を送る上で障壁

となるようなもの）を、負担になり過ぎない範囲で取

り除くために必要な「合理的配慮」をすることを求め

ています。

　現在、法律の施行に向け、国では差別解消に関する

施策を総合的かつ一体的に実施するための基本方針の

策定、また、府では何が差別に当たるのかを分かりや

すく示すガイドライン作りが進められています。

　この法律によって、障がいを理由とする差別の解消

を推進する取り組みが進み、全ての国民が障がいの有

無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個

性を尊重し合いながら共生する社会の実現をめざすこ

とになります。

※詳しくは府ホームページ〔http://www.pref.osaka.lg.

jp/keikakusuishin/syougai-plan/sabekai-kaisai.html〕をご

覧ください。

●貸し出し用車椅子をご利用ください

　市役所正面玄関横には、

来庁者にご利用いただける

ように車椅子を用意してい

ます。

　また、１０日間程度であれ

ば貸し出しもしていますの

で、詳しくはお問い合わせ

ください。

　なお、２６年１１月に富田林

西口商店会より介助用車椅子３台を寄贈いただきまし

た。

問い合わせ　障がい福祉課（内線１９２）

災害による被害を最小限に　　　　　　  
～金剛東地区に自主防災組織が誕生～

　新たに、向陽台五丁目に自主防災組織が結成され、

消火器やヘルメッ

ト、発電機などの防

災資機材が配備され

ました。

　今後、日頃の防災

活動や地域で発生し

た災害へのいち早い

対応など、地域防災の柱として住民の安全を確保する

ための活発な活動が期待されます。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２５)１１２５〕

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
進
路
先

に
な
る
事
業
所
な
ど
が
一
堂
に

会
し
、
各
事
業
所
に
よ
る
個
別

面
談
や
作
業
体
験
な
ど
が
で
き

た
り
、
専
門
機
関
に
よ
る
行
政

相
談
、
生
活
相
談
、
就
労
相
談

な
ど
が
で
き
た
り
す
る
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
進
路
選
択
の
機

会
と
し
て
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

と
き
　
１
月
　
日

、
午
後
１

２１

時
～
４
時
（
午
後
０
時
　
分
～

３０

受
け
付
け
）

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階

銀
河
の
間

対
象
者
　
障
が
い
の
あ
る
人
や

そ
の
家
族
、
障
が
い
者
支
援
機

関
の
人
、
教
育
機
関
の
人
な
ど

参
加
費
　
無
料

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
南
河
内
南
障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

〔

　
６
０
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３
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９
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向陽台五丁目自治会自主防災向陽台五丁目自治会自主防災会会

富田林西口商店会よ富田林西口商店会よりり
寄贈された車椅寄贈された車椅子子

　
府
で
は
、
宅
地
建
物
取
引
の

場
に
お
け
る
同
和
地
区
へ
の
差

別
や
、
入
居
差
別
な
ど
を
な
く

人権を考える市民の

集いシリーズ２

「人種差別撤廃　　

　　条約と私たち」

し
て
い
く
た
め
、
業
界
団
体
と

連
携
し
、
同
指
導
員
の
養
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
研
修
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
同
制
度
の

運
営
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
同
指
導
員

が
い
る
宅
地

建
物
取
引
業

者
は
、
従
業

員
に
対
し
て

人
権
に
関
す

る
教
育
や
啓
発
を
し
、
人
権
意

識
の
高
揚
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
営
業
所
に
ス
テ
ッ

カ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
府
建
築
振
興
課

〔

０
６
（
６
９
４
１
）
０
３

５
１
（
内
線
３
０
８
３
）〕

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
日
本
が
批
准
し
て
い
る
人
種

差
別
撤
廃
条
約
（
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す

る
国
際
条
約
）
を
基
に
人
種
差

別
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と
き
　
１
月
　
日

、
午
後
６

２３

時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部
４
階
視

聴
覚
室

定
員
　
　
人
（
当
日
、
直
接
会

５０

場
へ
）

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
　

市
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
〔

・


　
０
２
８
５
〕
へ

（２０）
宅
地
建
物
取
引
業

人
権
推
進
指
導
員
制
度



１３

だ
け
、
あ
る
い
は
自
分
と
は
全

く
関
係
の
な
い
こ
と
だ
と
思
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
「
男
女
共
同
参
画
」

は
関
係
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
経
験
は
あ
り
ま
せ

ん
か

　
例
え
ば
、
男
性
で
あ
れ
ば
、

「
男
な
ら
4
年
制
大
学
に
進
学

し
、
大
企
業
に
就
職
し
て
…
」

と
周
囲
が
考
え
る
レ
ー
ル
に
乗

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

考
え
か
ら
、
本
当
に
自
分
が
望

む
進
路
に
進
め
な
い
、
た
め

ら
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
悩
ん
だ

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、「
デ
ー
ト
の
費
用
は
男

が
負
担
し
て
当
た
り
前
」
な
ど

「
男
な
ら
○
○
し
て
当
た
り

前
」
と
直
接
言
わ
れ
な
く
て
も
、

「
男
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と

い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
っ

て
、
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
女
性
の
場
合
で
も
「
女
な
ら

家
事
を
し
て
当
た
り
前
」
な
ど

「
女
な
ら
○
○
し
て
当
た
り

前
」
と
言
わ
れ
た
り
、
自
分
自

身
で
思
い
込
ん
だ
り
し
て
つ
ら

い
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

原
因
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
？

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、「
社
会

的
・
文
化
的
・
歴
史
的
に
形
成

さ
れ
た
男
女
の
性
差
」
の
こ
と

で
す
。
社
会
や
家
庭
で
「
男
は

男
ら
し
く
」「
女
は
女
ら
し
く
」

と
要
求
さ
れ
る
結
果
、
男
女
そ

れ
ぞ
れ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
が

形
成
さ
れ
、
性
別
に
よ
る
固
定

的
な
役
割
分
業
意
識
の
根
本
に

な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

男
女
が
共
に
生
き
や
す
い
  

社
会
を
め
ざ
し
て
　

　
も
ち
ろ
ん
性
別
で
社
会
生
活

上
の
役
割
を
分
け
る
こ
と
が
全

て
問
題
で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
合
理
性
・
必
然
性
の
な

い
役
割
分
業
に
よ
り
、
個
人
の

自
由
を
妨
げ
、
社
会
の
利
益
を

損
な
う
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に

は
見
直
す
こ
と
も
必
要
で
す
。

あああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
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ににににににににににににににににににににに

あ
な
た
の
身
近
に
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「
男
女
共
同
参
画
」

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ムム

参
加
者
募
集

　「
男
女
共
同
参
画
」
と
聞
く

と
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

描
き
ま
す
か
。

　
何
か
堅
苦
し
い
な
と
か
、
一

部
の
女
性
が
女
性
の
地
位
向
上

の
た
め
一
方
的
に
言
っ
て
い
る

《
男
女
共
同
参
画
特
集

《
男
女
共
同
参
画
特
集
》》

　
本
市
で
は
、
啓
発
活
動
も
含

め
、
男
女
共
同
参
画
施
策
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、　

年
３
月
に
「
市

２３

男
女
が
共
に
生
き
や
す
い
社
会

づ
く
り
を
推
進
す
る
条
例
」
を

制
定
し
、
男
女
が
共
に
生
き
や

す
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
４
）

　

　　ミニコラム～「普通」ってなんだろう～

　「普通は男がデート費用を払う」など、私たちが何気な

く使っている「普通」とはどういうことでしょうか？

　「普通は○○だ」と、よく用いられるフレーズですが、

「普通」とは辞書では「他と変わっていないこと。珍し

くないこと。ごく当たり前であること。」と定義されてい

ます。

　しかし、人はそれぞれ生まれ育った環境も違い、その

中で培われたそれぞれの「普通」があります。自分が

「普通」と思っているからといって他の人にもそれが「普

通」であるとは限りません。

　だからこそ「普通は○○だ」と自分の価値観を押し付

けるのではなく、いろいろな考えや意見に耳を傾け、お

互いを尊重する姿勢は男女が共に生きやすい社会の実現

にとって非常に重要です。

　「普通は○○だ」と思うとき、少し立ち止まって考えて

みませんか？

と
き
　
１
月
　
日

、
①
分
科

３１

会
＝
午
前
９
時
　
分
～
　
時
　

３０

１１

３０

分
、
②
講
演
＆
落
語
＝
午
後
１

時
　
分
～
３
時
　

２０
と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

①
分
科
会
（
内
容
・
定
員
な
ど
）

■
「
人
生
百
年
社
会
　
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
～

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
子
育
て
の

実
態
に
学
ぶ
～
」（
３
階
会
議
室

２
）、
定
員
　
人
、
企
画
＝
富
田

４０

林
の
女
性
問
題
を
考
え
る
会

（
増
永
さ
ん
）〔

０
９
０
（
１

９
５
６
）
９
４
４
８
〕

■
「
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
く
す
の
き

塾
　
主
婦
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
が
本

音
を
語
る
」（
３
階
会
議
室
３
）、

定
員
　
人
、
企
画
＝
く
す
の
き

４０

塾（
苧
坂
さ
ん
）〔

0
9
0（
８

９
８
６
）
７
１
６
２
〕

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
１
月

６
日

～
、
各
企
画
団
体
へ

（
申
し
込
み
先
着
順
）

②
講
演
＆
落
語
（
内
容
・
定
員

な
ど
）

■
「
動
物
社
会
か
ら
学
ぶ
私
た

ち
の
く
ら
し
～
自
分
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
…
～
」（
２
階
小

ホ
ー
ル
）、
定
員
２
０
０
人
（
当

日
、
直
接
会
場
へ
）、
講
師
＝
林

家
　
卯
三
郎
さ
ん
（
落
語
家
）、

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

※
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
パ

ネ
ル
展
示
も
開
催
（
午
前
９
時
　３０

分
～
午
後
３
時
、
２
階
小
ホ
ー
ル

前
ロ
ビ
ー
、
当
日
直
接
会
場
へ
）。

※
①
②
い
ず
れ
も
託
児
あ
り

（
定
員
各
５
人
、
申
し
込
み
先

着
順
、
１
月
６
日

～
、
人
権

政
策
課
（
内
線
４
７
４
）
へ
）。
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い
合
わ
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人
権
政
策
課
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内
線
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